






 

2)我々がスクリーニングを行っている地域での発生率 

 尿糖スクリーニングで発見し得る徐々に発症するIDDMの発生率は,1年に1～2人で年度

による差異はあまり認められないが,NIDDM は近年増加する傾向がうかがえた。急性発症す

る IDDM の発生率の年度別変化については明らかでない。 


